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研究成果の概要： 
近年増加しているツキノワグマ他の野生動物による農林業被害を軽減させるために、被害多発
地域において、クマの環境利用、行動圏などの生態調査をおこない、行動圏が著しく重複して
いること、また夏季には多くの個体が農地に接近してくることを確認した。さらに、被害地に
おける食痕からクマのＤＮＡ採取と個体識別に成功し、非常に多数の個体が同時期に被害を与
えていること、また多くの個体が薬剤の耐性を持っており、人間とクマとの生活圏が隣接して
いることが推察された。 
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 直接経費 間接経費 合 計 
2005年度 5,800,000 0 5,800,000 

2006年度 2,500,000 0 2,500,000 

2007年度 2,000,000 600,000 2,600,000 

2008年度 2,100,000 630,000 2,730,000 

  年度    

総 計 12,400,000 1,230,000 13,630,000 
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１．研究開始当初の背景 
 
近年わが国においては、各所で野生動物に
よる農林業被害や人身事故が多発しており、
たとえば平成 16年夏から秋にかけて、ツキ
ノワグマが全国各地で出没騒動を起こし、 
結果的に5,000頭近い個体が駆除されたこと
は記憶に新しい。またニホンジカやカモシカ
などによる農林業も年々深刻の度合いを深
めている。しかしこれらの軋轢増加に対する 

 
 
対応としては、被害地においてワナ、オリな
どを設置して近づいた個体を捕獲する有害
捕獲によるものがほとんどである。そして、
捕獲された個体は、本当に加害個体かどうか
の特定をされることなく射殺されている。ま
たなぜこのような様々な野生動物による被
害が多発するのか、その原因や発生の背景に
あるものの 
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解明はほとんどなされていないのが現状であ
る。さらに被害を発生させている動物が、農
林地周辺においてどのような生態や行動をし
ているのかもよくわかっていないという状況
であり、有効な軋轢減少のためには、それら
の基本事項の解明が必要である。

２．研究の目的
　上述のような現状を少しでも改善するため
に、野生動物による農林業被害の発生の要因
や、農林地周辺における野生動物の生態、環
境利用、行動特性さらには加害個体の性比や
個体数などの特性を明らかにすることを目的
とする。具体的には、
１)被害多発において、被害を出す野生動物
（ツキノワグマほか）の生息状況、行動圏、
土地利用、食性などの生物学的調査をGISも
駆使して行う。
２)被害地に残された食痕からDNA採取および
増幅することを試み、さらに個体識別を行う
ことにより加害個体数および性別など加害個
体の特性解明を目指す。
３)上述の生物学的、分子遺伝学的調査に加
え、駆除個体に対する獣医学的手法により、
野生動物が保有する人獣共通寄生虫（内部寄
生虫）および各種の病気を伝搬する可能性の
ある衛生動物（外部寄生虫）の疫学調査と、
野生動物における人間生活圏との接触程度の
指標の一つとなる薬剤耐性菌調査を岩手県内
に生息するツキノワグマについて実施する。
４）ツキノワグマの加害にいたる行動を推測
する観点から、飼育個体における行動観察を
主に環境エンリッチメントの観点から調査す
る。　　
　以上のように、野生動物による被害発生の
実態を、様々な分野から学際的かつ実証的に
おこなうことにより、人間と野生動物との軋
轢解消を目指すことを最終的な目的とする。

３．研究の方法
１）行動圏、環境利用等生態調査
　2005年より、岩手県遠野市において有害駆
除および学術捕獲によって捕獲された個体に
発信機を装着し、八木アンテナを用いて三角
法により位置を特定した。追跡は週に平均５
回前後実施した。追跡の結果得られたロケー
ションポイントに基づいて、最外郭法により
行動圏を求めた。さらに行動圏内の環境を航
空写真、植生図を用いて区分し、GIS上で各
森林タイプ別利用頻度および人工的な施設
（住宅、林道、農地など）と各個体の最短距
離を、季節別にGIS上で求めた。
　
２）分子遺伝学的調査

2005年から2007年までの3年間に、遠野市
東部の農村地帯をモデル地域として食痕から
クマのDNA採取の可能性を探るために、被害

農地から食痕試料を採材した。モデル地域内
の被害農地（22圃場)から、被害作物を合計
143試料採取した。採材した食痕試料の表面
を滅菌した綿棒を用いて拭い、口腔内剥離細
胞を回収した。DNA抽出は、フェノール・ク
ロロフォルム抽出を行なった。抽出したDNA
を鋳型として、性判別用のSE47,48および個
体識別用のマイクロサテライト配列(G10B, 
G10C, G10L, G10M, G10P,G10X)を増幅し
た。PCRにより得られた増幅産物の一部をABI 
PRISM 310 Genetic Analyzer (Applied 
B i o s y s t e m s )を用いて、Per f o r m a n c e 
Optimized Polymer 4 (POP4; Appiled 
Biosystems)によってキャピラリー泳動を行
い分離検出し、目視により対立遺伝子を決定
した。

３）獣医学的調査（ツキノワグマの寄生虫お
よび薬剤耐性菌検査）
　研究期間中に県内のツキノワグマの死亡個
体と生体より消化管111検体および腎周囲組
織11検体、咬筋144検体、直腸便および排泄
便160検体を得て寄生虫学的検索を行った。
さらにツキノワグマ個体14頭の直腸便から無
菌的に採取した試料を民間検査機関（盛岡臨
床検査センター）に検査委託し，糞便から分
離した大腸菌Escherichia coliの各種抗菌剤
への耐性をディスク法により調べた。

４）飼育化のツキノワグマの環境エンリッチ
メント
　飼育個体におけるエンリッチメント効果の
持続性延長を目的として、盛岡市動物公園で
飼育されているツキノワグマ（メス3頭）
に、環境エンリッチメントとして樹枝設置お
よび補助飼料給与を行い、エンリッチメント
資材交換間隔の検討を行った。環境エンリッ
チメント資材交換なし（調査１）、2種類の
資材を1週間に1回交換（調査２）および1週
間に2回交換（調査３）の調査を行った。 

４．研究成果
１）被害多発地域におけるツキノワグマの行
動圏および環境利用
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　2005年に遠野地域において６頭を捕獲、放
獣し、2006～2008年にはさらに合計4頭を捕
獲、放獣した。2005年、2006年の各個体の年

間行動圏を図１、図２に示した。各個体の行
動圏は大きく重複しており、いわゆる排他的
な縄張りと思われるものは観察できなかっ
た。これはすべての年度において同様であっ
た。さらに同一林分を複数個対が同時に利用
している事例も観察された。次に環境利用に
ついては、個体差が大きいが、例えば夏季に
はクリ、コナラなどの広葉樹林およびアカマ
ツ林を有意に選択している個体が多く見ら
れ、スギ林を忌避している個体も見られた
（表１）。広葉樹林はエサ資源量との関係で
選択していると考えられたが、アカマツ林を

選択している理由については不明であった。
次に農地、建物などの人工的な施設とクマの
平均最短距離は、いずれの施設とも夏季に有
意に近くなることが明らかになった(図３)。
これは、比較的クマの食物資源が少ない夏季
には、多くの個体が農地および農家周辺域の
食物を求めて接近していることを示唆してい
る。

２）食痕からのＤＮＡ採取と加害個体の識別
　ツキノワグマによる被害農地から被害作物
を採材して上述２）の手法を用いて遺伝子分
析を行ったところ、回収したDNAは着色によ
る汚れがみられ、その分析成功率は63.1%で
あった。PCR阻害物質の存在が考えられたた
め、CTAB処理を行ったところ分析成功率は
91.5%となり、なかでもコーン試料で大きく
改善された。これは食痕を綿棒で拭う際に多
糖類を含めた植物由来の成分が混入する
が、CTAB処理を行うことでPCR反応を阻害す
る多糖類が除去されたものと考えられた。分
析エラーを回避するために、遺伝子型が完全
に一致した試料の組み合わせと、1座位のみ
及び2座位のみ遺伝子型が異なった試料の組
み合わせを検出して、これらの試料について
2回目の増幅を行い、2回の分析結果が一致し
た試料のみを成功とみなした。これにより廃
棄する試料数が多くなるものの、野外におい
ても正確に分析を行うための手法が確立され
た。

次に、岩手県遠野市東部の農村地帯におい
て、ツキノワグマによる被害作物を採材して
加害個体を特定した。その分析成功率は
47.1%であり、3年間で計42頭の加害個体の遺

伝子型が特定された。この地域における有害
捕獲数はこの3年間で17頭(オス11,メス6)で
あったことから、有害捕獲数を上回る個体が
農業被害を起こしていることが明らかとなっ
た（図４）。また、識別された42頭のうちオ
ス個体は30頭であり、有害捕獲個体の性比
(約2:1)よりもさらにオス個体に偏ってい
た。以上のように食痕から加害個体を特定す
ることに成功したことから、予想以上に多数
の個体が、しかも同時多発的に農業被害を起
こしていることが判明した。これらのことか
らこれまでの、その場限りでかつ無差別的な
オリによる駆除（射殺）方法だけでは十分な
被害防除につながらず、加害の常習的個体を
選択的に駆除するなど、今後の被害対策に大
きな知見を得ることが出来た。図4挿入

３）寄生虫の調査およびツキノワグマ薬剤耐
性菌検査結果
 県内のツキノワグマの死亡個体と生体よ
り消化管111検体および腎周囲組織11検
体、咬筋144検体、直腸便および排泄便

 

 

表1.

図３．ツキノワグマと人為環境との季節的な最短距離(2005 ‒ 2006 )
　季節間による一元配置の分散分析の結果、異符号間に有意差あり 
　(P < 0.05)
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160検体を得て寄生虫学的検索を行ったと
ころ、内部寄生蠕虫6種が検出された（表
１）。

　 クマ回虫Baylisascaris transfugaは
消化管42検体（3 7 . 8 %）、糞便37検体
（23 . 1％）から検出され、その検出率
は、雌個体（ 1 8 . 0 ％）よりも雄個体
（38.5％）において高い傾向にあり、さ
らに奥羽山系の個体（61.1％）は北上山
系の個体（2.5％）より著しく高かった
（ 表 ２ ） 。 消 化 管 か ら は 他 に も 鉤 虫

Ancylostoma sp.（2.7％）および毛様線
虫Molineus legerae（1.8％）が検出され
た。これらの線虫のツキノワグマからの検
出は初報告である。さらに、腎周囲の脂肪
組織からクマ糸状虫Dirofilaria ursiが7
検体（63.6％）、糸状虫Tetrapetalonema 
akitensisが2検体（18.2％）から検出さ
れ、これらはいずれも岩手県のツキノワグ
マにおける初報告である。また、咬筋2検
体(1.4％)から旋毛虫Trichinella sp.の
幼虫が検出され、咬筋1ｇあたりの幼虫数
は 1 と 0 . 3 で あ っ た 。 検 出 さ れ た
Trichinella属の塩基配列は既知の旋毛虫
遺伝子型Trichinella T9（AB255885）と
99％の相同性であったため、同虫であると
同定した。さらに、ツキノワグマ16個体の
体 表 か ら マ ダ ニ 類 5 種 、 キ チ マ ダ ニ
Haemaphysalis flava、オオトゲチマダニ
H. m e g a s p i n o s a、ヤマトチマダニH. 
japonica、ヤマトマダニIxodes ovatusお
よびヒトツトゲマダニI. monospinosusが
得られた（表３）。このうち I x o d e s 
ovatus とI. monospinosus のツキノワ
グマにおける寄生は、調べた限りでこれま
で知られていない。今回検出された寄生虫
のうちDirofilaria ursi は国外で人体寄

生が疑われる症例が報告されている。ま
た 、 人 獣 共 通 寄 生 虫 と し て 重 要 な

Trichinella  T9が検出された。次に、ツ
キノワグマ薬剤耐性菌検査結果については
検査した86頭のうち68頭から大腸菌が分離
され、うち19頭から耐性菌が検出された
(耐性菌検出率：27.9％)。耐性菌保有の
19頭は詳しい出没状況等は不明ながら、人
間の生活圏近くに生息していた可能性が考
えられた。また、感受性菌検出の49頭は農
作物被害などの理由により有害駆除捕獲さ
れたものの、通常は山中などの薬剤耐性菌
のない場所で生活し一時的に人間の生活圏
に出没したものと推測された。したがっ
て、クマ出没の頻発地域では耐性菌検出率
が高い傾向があり、当該地域でのクマ定着
の可能性が危惧された。大量出没年度
（H18）の調査では耐性菌検出率が5割を超
える高い割合である反面、その翌年度
（H19）には耐性菌は検出されなかった。
出没状況との関連は不明であるが、ひとつ
の要因として、大量出没年度の多頭数捕獲
により人間の生活圏近くに生息する個体が
少なくなり、その翌年度は山中などに生息
するものが出没して捕獲されたと考えるこ
ともできる。今回の調査では、詳細な出没
状況と検出個体との関連が不明の場合が多
く、検査結果のみから人間の生活圏との密
着程度を十分に考察することはできない。
しかし、地域の特性や出没個体の定着との
関連性を示唆する結果もみられた。これら
について、個々の詳細な出没状況も加えて
考察することにより一定の傾向が把握でき
る可能性があり、さらに検査例数を増やす
ことでより有用な結果が得られるものと考
えられる。

４)飼育下ツキノワグマにおける環境エン
リッチメント
　全調査において、エンリッチメント開始後
にクマが活動的になったが、調査1および調
査2では1ヶ月後には効果がなくなった。しか
し、調査3では１ヶ月間効果が持続した。1ヶ
月後の探査行動は調査3が調査1および調査2
よりも高い傾向があった。以上より、エン
リッチメント資材交換なしおよび1週間に1回
交換では、1ヶ月後にはエンリッチメントの
効果がほとんどなくなったが、1週間に2回交
換するとエンリッチメント効果を持続させる
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ことが出来る。 
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